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夏のリコチャレ2025 東京都市大学実験室見学会

現在は使用停止している実験用原子炉と管制室、放射線を可視化した
装置や中性子を取り出す装置の見学をし、原子力発電におけるウラン
の核分裂の授業を受ける。
エネルギーミクスに関するボードゲームをプレイし、発電方法を多角化
させる大切さを学ぶ。
理科的な発電の仕組みと社会的な国家の発電所の運用を、２日で体
験することができる。

管制室で燃料棒を安全に扱う仕組みを見学しどのように稼働し、暴走
を防いでいるのかを学べて、強制運転停止ボタンも押させてもらえた上、
原子力発電と原子爆弾がどれほど近いものなのかを研究所の方に教え
てくださったので自由研究のよい根拠になり、好奇心が満たされた。
ボードゲームをプレイすることで、国の発展度や保有資源によって異な
る発電量やCO2排出量を様々な発電方法で需給や目標値を切るように
調整することや、社会情勢により持っている発電方法をどう使うのかと
いったことを学び、非常に難しかったがとても興味深いものだった。国の
発電に関する仕事を疑似体験できたと感じた。

見学中の説明は、放射線や
中性子、同位体などの話が主
だったので中学２年生以上の
方にお勧めしたい。
ボードゲームでは、大学生のメ
ンターさんが仕切ってくれたの
で人見知りの方でも楽しめると
思う。
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